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JUKIグループの企業理念
全世界に広がるJUKIグループすべての従業員が、グループが掲げる企業理念、経営基本方針、
社員行動指針のもと、より優れた製品の研究、開発、製造、サービスの提供に努めています。

コーポレートスローガン

JUKI企業行動規範

「Mind & Technology」と「お客様第一主義」の実践で
社会から信頼され、必要とされる企業を目指します

Top Message
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JUKI株式会社
取締役社長

トップメッセージ

心の通う技術とお客様第一主義で社会に役立つ製品を創造します

Mind & Technology

万一、「企業行動規範」に反するような事態が発生したときには、経営トップは、断固として責任ある対応をします。

社会的に有用な製品・サービスを安全性や個人情報・顧
客情報の保護に十分配慮して開発、提供し、消費者・顧客
の満足と信頼を獲得するように努めます。

国際的な事業活動においては、国際ルールや現地の法律
の遵守はもとより、その文化や慣習を尊重し、現地の発展
に貢献するように努めます。

商取引においては公正、透明、自由な競争を行い、また政
治、行政とは健全な関係を保ちます。

株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行い、
企業情報を積極的かつ公正に開示します。

社員一人ひとりの多様性、人格、個性を尊重すると共に、
安全で働きやすい環境を確保するように努めます。

地球環境を大切にし、資源の有効活用、資源のリサイク
ル、省エネルギーに積極的に取り組みます。

よき企業市民として、地域社会との交流を深め、地域の社
会活動への参加等を通じて、広く社会貢献に努めます。

社会の秩序や企業の健全な活動に悪影響を及ぼす反社
会的な個人・団体には毅然たる態度で対応します。
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JUKIは、企業理念を実現するため、ここに「企業行動規範」を制定します。
JUKIは、この行動規範に則り、全ての法律、国際ルールおよびその精神を遵守するとともに、社会的良識をもって行動します。
JUKIは、公正な競争を通じ会社の利益を追求するのみならず、顧客、株主、取引先、社員にとってはもちろんのこと、
広く社会にとっても、存在価値のある企業を目指します。

企業理念

JUKIは、技術を創造し、
進化させ、
新しい価値を
生み出す

JUKIは、ここに集い、
人々のしあわせを実現し、

社会に貢献する
自らの目標をたて、役割を
果たし、それをさらに拡げる

誠実な国際人として
行動する

社員行動指針
お客様の立場にたって考え、
スピーディーに行動する

経営基本方針
総合品質経営を推進する

柔軟で芯の強い人と
組織をつくる

国際社会に適合する
経営を行う

　２０１２年は、欧州の財政危機の長期化、中国など新興
国市場の成長鈍化に加え、円高の長期化等、当社を取り
巻く経営環境は厳しい１年でした。こうした厳しい事業環
境の中においても、持続的な成長を可能とするため、年末
に「JUKI構造改革プラン」を策定し、営業・製造・開発な
どあらゆる面で改革を進めています。
　その推進力となるのは、コーポレートスローガンである
「Mind ＆ Technology（心の通う技術）」と「お客様第一
主義」の思想です。ものづくり企業として、お客様から学び、
お客様とともに新たな価値をつくっていく、というお客様の
視点をベースに製品・サービスの提供を続けています。
　さて、このような中、JUKIが環境マネジメントシステムを
構築し、2001年にISO１４００１認証を取得してから、今年
で１２年となりました。この間、お客様に環境負荷のより少
ない製品を提供する、事業活動全般にわたって省エネル
ギー・省資源を推進する、といった活動を通じて、環境パ
フォーマンスとしての成果を着実に積み上げてきました。
　また、環境マネジメントについては、環境として別括りに
した活動ではなく、よりJUKIの本来業務と一体化すること
を目指して、これまで取り組んできましたが、今年の第4回
更新審査を機に、更に高いレベルの環境マネジメントを目
指して、新たな気持ちで取り組んでまいります。

　2013年、私たちは、「JUKI構造改革プラン」を早期に
実行し、持続的な成長を遂げ、これからも、社会から信頼
され、必要とされる企業を目指してまいります。
　今後とも一層のご支援とご指導を賜りますようお願い申
し上げます。　
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高い技術が生み出す高品質な製品を提供し、
世界各地で豊かな社会の実現に貢献しています

ガバナンス体制の充実、コンプライアンスの
強化に努め、透明性の高い経営を目指します

ー ＪＵＫＩグループの概要 ー ー マネジメント体制 ー

　JUKIは、経営の健全性・効率性を確保する観点から、コーポ
レート・ガバナンス体制の適切な維持・運用を最重要課題のひと
つと位置づけ、その整備と充実に努めています。また、適時かつ正
確な情報公開を通して、経営の透明性を高めてまいります。経営
戦略会議には、取締役をはじめ、執行役員や部門責任者も出席し、
経営に関する基本方針などについてさまざまな角度から審議し
ています。当社の内部監査の組織としては、監査部を設置してお
り、当社各部門および子会社に対する業務監査を行っています。
また、監査役監査は、監査役会が定めた監査方針、業務分担など
に従い、監査部および会計監査人と連携を取りながら実施してお
り、監査役を補佐する組織として監査役室を設置しています。

コーポレート・ガバナンス

　JUKIグループは、お客様をはじめとして広く社会の皆様から
信頼され、社会にとって存在価値のある企業グループであり続
けることを目指して、コンプライアンスを重要な経営基盤と位
置づけています。JUKIの従業員はもちろんのこと、グループ会
社の役員および従業員は、法令順守や良識を持った行動などに
ついて解説されている「JUKI役員・社員行動規範」に則って行動
するよう、教育で徹底するとともに、従業員からの相談・疑問な
どに対しては、JUKIおよびグループ会社に相談窓口を設置して
迅速に対応しています。また、コンプライアンスに関わる重要な
リスクについては、リスク管理会議において管理しています。

コンプライアンス

　財務報告の信頼性確保を目的として、2008年4月より、金融商品
取引法に基づく「内部統制報告制度」が導入されました。ＪＵＫＩはこの
対応として、金融庁の基準などに示されている内部統制の基本的枠
組みに準拠し、財務報告の信頼性に係る内部統制を整備、運用してい
ます。具体的には、毎事業年度末におけるＪＵＫＩグループの全社的な
内部統制について、整備、運用状況の有効性評価を実施しています。
さらに同制度に基づき、ＪＵＫＩおよび国内外の主要なグループ会社を
対象として、販売、生産、経理、ITなどの業務プロセスの内部統制につ
いて有効性の評価を実施しています。2013年度は、2012年度を継
承する中で、一層効率的で漏れの無い評価を実施してまいります。

金融商品取引法への対応

　JUKIグループではリスク管理体制として、リスク管理会議
を設置しています。リスク管理会議においては、全社的リスク
および重要リスクについて管理し、必要な場合はリスク低減
のための改善対策を取ることを指示しています。また、天災、
火災や爆発、PL（製造物責任）に関わる問題、工場廃水による
環境問題などの危機の発生（リスクの顕在化）に備え、危機対
応タスクフォースを設置し、対応措置を検討、実行できる体制
を整備しています。また、重大な危機が発生した場合は、「危
機対策本部」を設置し、迅速な危機対応ができる体制となっ
ています。
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JUKI株式会社　会社概要

JUKIグループ　グループ概要

主なグループ会社

セグメント別業績 売上高（2012年度）

事業紹介

売上高（連結）
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創立 
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縫製機器、産業装置、その他

1938年12月15日

159億50百万円

発行済株式総数 129,371千株 株主数 15,603名
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490億円（2012年12月期）

本社 〒206-8551 東京都多摩市鶴牧2-11-1
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■JUKI電子工業（株）（秋田県 横手市）
■JUKI吉野工業（株）（秋田県 横手市）
■JUKI秋田精密（株）（秋田県 大仙市）
■JUKI会津（株）（福島県 喜多方市）
■（株）鈴民精密工業所（新潟県 長岡市）
■JUKI金属（株）（三重県 多気郡）
■JUKI広島（株）（広島県 三次市）
■JUKI松江（株）（島根県 松江市）
■JUKI販売（株）（東京都 多摩市）
■JUKIゼネラルサービス（株）（東京都 多摩市）

■製造会社　■販売会社など

縫製機器事業
世界のアパレル（衣料）生産を支える工業用ミシン
アパレルだけでなく、鞄、靴、家具、自動車シートなどの製造分野で広範囲に活用され
ています。世界約170カ国をカバーする販売・サービスネットワークで世界中のお客様
から強い支持をいただいています。

ハイグレードな縫製機能が豊かなソーイングライフを実現する家庭用ミシン
実用ミシンからキルト縫いなどに適した機種、そしてプロの方の厳しい要求にも応える
職業用、小型ロックミシンまで、幅広い層のお客様からの支持をいただいています。

産業装置事業
モジュラーマウンタのパイオニア
現在広く普及しているモジュラー方式（複数台のマウンタを接続してラインを構築する
方式）を業界で初めて提唱しました。高速機｢FX-3R｣をはじめ、低価格チップマウンタ
から汎用機まで幅広い品揃えと充実したサポート・販売体制で、全世界のお客様から高
い支持をいただいています。

当社は2011年度より、当社グループの連結ベースでの予算編成
や業績管理等、事業運営の効率化等を図るため、連結決算日を
毎年12月31日に変更しました。これに伴い、その経過期間となる
2011年度は、2011年4月1日から2011年12月31日までの９
カ月決算となっています。

2012年12月末現在

■重機（中国）投資有限公司（中国 上海）
■ジューキ香港（株）（中国 香港）
■東京重機国際貿易（上海）有限公司（中国 上海）
■新興重機工業有限公司（中国 河北省）
■重機（上海）工業有限公司（中国 上海）
■上海重機ミシン有限公司（中国 上海）
■重機（寧波）精密機械有限公司（中国 浙江省）
■ジューキ・ベトナム（株）（ベトナム ホーチミン）
■ジューキ・シンガポール（株）
  （シンガポール サイバーハブ）
■ジューキ・インディア（株）（インド バンガロール）

■ジューキ・マシナリー・ベトナム（株）（ベトナム ホーチミン）
■ジューキ・マシナリー・バングラデシュ（株）
  （バングラデシュ ダッカ）
■ジューキSMTアジア（株）（タイ チョンブリ）
■ジューキ・セントラルヨーロッパ（株）（ポーランド ワルシャワ）
■ジューキ・イタリア（株）（イタリア ミラノ）
■ジューキ・アメリカ（株）（アメリカ フロリダ）
■ジューキ・オートメーションシステムズ（株）
  （アメリカ ノースカロライナ）
■ジューキ・オートメーションシステム（株）（スイス ソロトゥルン）
■ジューキ・ド・ブラジル（株）（ブラジル サンパウロ）
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高い技術が生み出す高品質な製品を提供し、
世界各地で豊かな社会の実現に貢献しています

ガバナンス体制の充実、コンプライアンスの
強化に努め、透明性の高い経営を目指します

ー ＪＵＫＩグループの概要 ー ー マネジメント体制 ー
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■ジューキ・ド・ブラジル（株）（ブラジル サンパウロ）



環境に配慮したものづくりを通じて、
お客様、地球環境に貢献していきます

環境に配慮したものづくり

　ＪＵＫＩグループでは、ものづくり企業として地球環境を大切にし、資源の有効活用、リサイクル、省エネルギーに積極的に取り組み、
安全で環境負荷の少ない製品をお客様に提供し、地域の産業発展に貢献することで、お客様をはじめとして広く社会の皆様から信
頼され、社会にとって存在価値のある会社であり続けることを目指します。

ＪＵＫＩグループは、ものづくりのすべての段階におい
て、環境負荷の低減に取り組むとともに、製品使用時
の環境負荷低減にも貢献していきます。
また、グループ各社の環境推進体制のもとで、環境
管理責任者を置き、環境活動への取り組みを推進、
継続的な改善を図っています。

環境報告

ものづくりのすべての段階で、
環境負荷の低減を目指しています。

Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅰ

ものづくり

JUKIグループでは各事業に伴う環境負荷を低減
し、持続可能な社会の構築を目指して「環境理念」
「環境行動指針」を定めています。これに基づき、
「環境保全ガイドライン」を策定しています。また、
情報交換ならびに水平展開を行い、グループ全体
のレベルアップを図っています。

ＪＵＫＩグループ環境保全活動の考え方

ＥＣＯ ＭＩＮＤ宣言

人に、地球にやさしく、高付加価値化を
目指す製品づくりに努めています。

Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅱ

エコプロダクツ

グループ各社の環境推進体制のもと、
環境活動への取り組みを推進しています。

Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅲ

マネジメント・パフォーマンス
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持続可能な社会の実現に向けて

事業活動領域・製品領域

環境経営基盤

汚染予防・
自然共生社会の

実現
環境リスク低減
生物多様性

低炭素社会の
実現

地球温暖化防止
省エネ

環境ビジョン

循環型社会の
実現

3R
●リデュース
●リユース
●リサイクル

環境理念

環境行動指針

JUKIグループは、企業活動が広く地球環境と密接に関わっていることを認識し、

1. 環境に配慮した企業活動により、地域と社会に貢献する。

2. 環境にやさしい製品を世界の人々に提供する。

3. 持続的な活動を通じて､よりよい地球環境を次世代にひきつぐ役割を果たす。

1. 事業活動全般にわたって省エネルギーを推進し、地球温暖化防止に努める。また３R（リデュース・リユース・リ
サイクル）の実践により資源の有効利用を図る。

2. 環境への影響に配慮した企画、研究、開発、調達、生産を行い、より環境負荷の少ない製品を提供する。

3. グローバル企業として、事業展開する全ての国や地域の特性に応じた環境保全活動を通して、その国や地域に貢
献する。

4. 環境関連法規制及び同意するその他の要求事項を順守するとともに、環境汚染を予防する。

5. 環境情報の公開を積極的に行う。

6. 教育・啓発活動を通じ、社員一人ひとりは「環境意識」の向上を図り、環境保全活動を実践する。
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ものづくりのすべての段階で、
環境負荷の低減を目指しています
ものづくり企業として、より環境負荷の少ない製品・サービスを提供することだけではなく、バリューチェーンすべてにわたり、
環境に配慮した活動が社会から求められていることを理解し、日々の事業活動に取り組んでいます。

　ものづくり企業として、お客様にとって「より使いやすく」「より効率的
に」「より環境にやさしく」を考え、製品を開発しています。省電力、低騒
音、低振動、発熱低減など、人と環境にやさしい製品を開発することで、
お客様のニーズにこたえ、社会からの信頼を得られると考えています。

　JUKIグループでは、お取引先と力をあわせてグリーン調達を推進し
ています。「JUKIグループ グリーン調達ガイドライン」をもとに、サプ
ライチェーンにおける有害化学物質含有量情報をお取引先から収集し
グリーン調達適合化を実施しています。

　JUKI製品のものづくりの現場では、部品や材料に貴重な資源を使
用し、多くのエネルギー・資源を使って生産されています。JUKIグルー
プの各工場では、常日頃から生産の効率化、コスト削減、５Sに取り組ん
でいます。今後もCO₂排出量の削減、廃棄物排出量の削減に努めてい
きます。

　JUKI製品の輸送にあたっても、より環境負荷の少ない輸送方法は
ないかを常に考え、先駆的な取り組みを実践しています。鉄道輸送へ
のモーダルシフト推進や、業種を超えた他社との共同物流の実施によ
り、CO₂削減に貢献しています。

　JUKIグループは、JUKI製品をお使いになるお客様を第一に考えま
す。お客様に安心して長く製品をお使いいただくため、お客様からのお
問い合わせやご要望にきめ細かく対応するサービス・メンテナンス体
制を整備しています。よい製品をご提供することはもちろん、お客様が
抱える問題をともに考え、その解決策をご提案することで、お客様との
よい関係を築いていく努力を続けています。

ものづくりで

環
境
報
告

ス
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ホ
ル
ダ
ー

へ
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　設計の段階から、環境に配慮した製品開発を行うために、製
品環境アセスメントシートによるチェックを行っています。主要
な法規制への対応状況、製品の消費電力低減や騒音・振動の低
減等、環境に配慮するさまざまなアセスメント項目によるチェッ
クを経ることで、より環境負荷の少ない製品を提供できると考
えています。
　また、技術開発部門を中心に、本社で使用される化学物質に
ついても適正に管理し、洗剤や溶剤の管理・使用とあわせて環
境影響に配慮した取り組みを進めています。

開発・設計

開発・設計

調　達

製　造

物流・販売

使用・保守

環境に配慮した開発

 JUKIグループでは、資材お取引先とともに調達における有害
化学物質の削減に取り組んでいます。具体的には、2011年よ
りサプライチェーンを基本にしたJAMP AIS調査ツールを取り
入れ、海外拠点も含めた活動を展開しています。しかし、まだま
だ課題はあり、今後もお取引先とともに理解を深め、定着化に
粘り強く取り組んでいきます。
　また、2011年に欧州RoHS指令が改正され、JUKIグループ
ではその適合化を進めてきました。また、ベトナムRoHSも
2011年に施行され、その適合化を実施しました。特に、ベトナ
ムの生産拠点へは「グリーン調達教育」をあらためて実施し、グ
リーン調達活動強化を進めました。
　今後も、ＥＵ ＳＶＨＣ増、ＣＬＰ規則の施行、中国RoHSの次ステッ
プへの対応整備等、各国の規制の拡大に対応していきます。

調　達

グリーン調達
グリーン調達の流れ
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　JUKIグループでは、国内・海外グループ会社の製造工場に
て、有機溶剤や溶剤・粉体塗料等の化学物質を使用しておりま
す。化学物質使用量の低減および化学物質含有廃棄物排出量
を低減し、環境影響に配慮した取り組みを進めています。

ものづくりで

環
境
報
告

化学物質の管理

　JUKIグループではCO₂排出要因の7割以上を占める電力使
用量を削減するため、生産方法や設備稼働時間の見直しをはじ
め、さまざまな取り組みを行っています。生産段階でのCO₂排
出削減を行うことは、すなわちコスト削減・生産効率向上に寄与
することにもつながります。

製　造

製　造

ＣＯ₂排出量の削減 ＣＯ₂排出量と原単位

化学物質使用量データ（2012年度）

　11月の品質月間の行事として、「JUKI QCサークル世界大会」を大
田原工場で開催しました。2011年から製造グループ会社の品質レベ
ル向上、人材育成を目的として開催をしており、今回は、国内外グルー
プ会社14拠点、296サークルから選考された4サークルが発表し、最
優秀賞は、重機（上海）工業（有）のサークルが見事受賞しました。海外
のQCサークル活動レベルの向上には目をみはるものがあり、JUKIの
ものづくりのグローバル展開が着実に成果をあげています。

　JUKI松江（株）では、塗装工程において、生産量にあわ
せ塗装ラインを計画的に集中稼働させ、LPG燃焼時間を
短縮しました。
　また、LPGを使用している空調設備の夏場稼働見直しを
行いました。室内機３基中２基での３０分ごと交互運転サイ
クルに２０分の停止時間の追加と、環境的に冷却効果の低
かった残りの１基に対し、インバータを追加し風量アップを
図り、全体の冷却バランスをとることでエコモード稼働を
実施しました。

　工場や事務所から排出される廃棄物の削減や、日々の事業
活動の中で、３R（リデュース・リユース・リサイクル）の省資源活
動を継続しています。

製　造

省資源への取り組み

鋳型の端材の再溶融

最優秀賞を受賞した
重機（上海）工業（有）のサークル

JUKI ＱＣサークル世界大会を開催
大田原工場

ＬＰＧの使用低減に向けた取り組み
ＪＵＫＩ松江(株)

生産工程や最終検査工程での改善を通じた電力削減・省資源化への取り組み
新興重機工業(有)
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重機（上海）工業（有）

新興重機工業（有）

  全化学物質
 調達実績量 使用実績量 保有量
 （kg）  （kg）     （kg）
 2,504.5 2,095.1 1,249.0

全社集計

全社集計

法規判定

法規判定

全社集計

  PRTR法該当物質
 調達実績量 使用実績量 保有量
 （kg）  （kg）     （kg）
 77.5  53.9  51.8 
  非該当

  適正管理化学物質
 調達実績量 使用実績量 保有量
 （kg）  （kg）     （kg）
 38.5  37.2  38.1 
  非該当

定期的に化学物質の保管状況をチェックする
とともに、火災や環境汚染事故などの緊急事
態に備えた訓練を実施しています。

ミシンの塗装工程で排出される粉体塗料を、
塗料生産業者が回収するリサイクル活動を
推進しています。

大田原工場

（株）鈴民精密工業所

JUKI電子工業（株）

工場屋根の一部を断熱塗装にすることで工場
内エアコンを１台撤去することができました。

電力と重油のバランスを見直すことでCO₂削
減に貢献しました。

雪害対応の中で取り組んだ工場の屋根を二
重構造にすることで断熱効果があがり、冷暖
房費用の削減が見込まれます。

各工場

重機（上海）工業（有）

上海重機ミシン（有）

JUKI秋田精密（株）

ミシンの塗装工程で排出される粉体塗料を、
塗料生産業者が回収するリサイクル活動を推
進しています。

取引先やグループ会社間との通い箱化を推
進してダンボール削減を推進しています。

ゴミ分別を徹底するために、廃棄物の写真を
撮って教育に活用したり、巡視をして廃棄物削
減の意識向上に努めています。

分別を徹底して再生有価物を増やし廃棄物削
減に取り組んでいます。

プログラム改善等による端材削減に努め、
廃棄物削減に取り組んでいます。

ス
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塗装ラインでのLPG使用量推移 空調でのLPG使用量推移（期間7～9月合計）
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　ものづくりの現場では、多くの生産設備を稼働させ、多くの原材料を使用し、熱源エネルギーを消費して日々生産活動を行っていま
す。その過程で排出される廃棄物量を低減すべく、JUKIグループの製造拠点では、廃棄物自体を削減する取り組みや、排出廃棄物の
リユース・リサイクルとして有価取引を推進する等、さまざまな
取り組みを行っています。
　JUKI会津（株）では製品の品質向上を図るためにウール（グラ
スファイバー）を鋳型に巻き付けています。従来は鋳型の周りす
べてにウールを巻き付けていたため、大量のウールを消費し廃
棄物を排出していました。そこで社内で鋳造解析を実施し、鋳型
を改良することにより鋳型の品質が安定し、ウールの使用は必
要最低限（一部製品ではウール廃止）になりました。結果として
ウールおよび廃棄物の削減につながりました。
　また、従来は廃棄していた廃ワックス液のリサイクル化につい
ても検討を進めています。

ものづくりで

環
境
報
告

廃棄物の削減

　JUKIグループは産業装置（秋田県横手市）および工業用ミシ
ン（栃木県大田原市）の出荷拠点から海上コンテナの内陸輸送
において、トラック輸送を鉄道輸送へと変更し、物流段階での
CO₂削減を実施しています。また、上海からの部品の輸入は
SSE(上海スーパーエクスプレス)を利用し、本来空輸していた輸
送経路を海上輸送+鉄道輸送にモーダルシフトするなど、積極
的にグリーン物流を推進しています。
　最近では業界を超えた家電メー
カーなどとの鉄道輸送による共同物
流にも取り組んでおり、その先駆的
な物流改善の実践は物流業界紙な
どでも頻繁に紹介されています。

物流・販売

製造

ＣＯ₂、梱包資材の削減 輸送時のＣＯ₂削減量

アシックス＆JUKI　海上コンテナラウンドユースの仕組み

　2012年5月、JUKIとアシックス社は鉄道輸送を利用した共同物流をス
タートしました。まずアシックス社が輸入の実入りコンテナを大阪港経由、
米子駅まで鉄道輸送し、山陰アシックス工業（株）にトレーラーで搬入しま
す。空コンテナは米子駅に返却します。
　一方、JUKIは輸出時に米子駅
からその空コンテナをピック
アップし、工場バンニングした
後、実入りコンテナを米子駅に
搬入します。そこから神戸貨物
ターミナル駅まで鉄道輸送し、
神戸港に搬入するという仕組み
です。

　縫製機器事業では、お客様に工場用ミシンを販売するだけではなく、お客様にJUKI
製品をより効果的にご使用いただくためのソフトサービスを提供する縫製研究所を設
立し、約50年にわたり活動してきました。工業用ミシン導入後にさらなる生産性向上
を目的とした縫製工場診断、およびセミナー、新規工場、ライン拡張のために最適な設
備仕様、台数、レイアウトをご提案するプラント設計等、長年の活動で蓄積されたノウ
ハウを活かしたサービスをご提供しています。
　産業装置事業では、JUKI設備をご購入いただいたお客様へは、海外も含めて各拠
点のトレーニングセンターにおいて、操作教育およびメンテナンス教育を実施してい
ます。講師は一定スキル以上を確保すべく、技術確認テストを実施しています。
　また、設備は長期間ご使用いただくものであるため、お客様で実施していただく日常
点検以外に、定期メンテナンスとして搭載精度確認・定期交換部品の交換・清掃などを
JUKIスペシャルエンジニアが実施することにより製品の長期活用に貢献しています。

使用・保守 －縫製機器事業・産業装置事業－

ノウハウを活かしたサービスの提供

縫製工場診断

JUKIロゴ入り31フィートコンテナ

チップマウンタ保守点検

アシックス社との共同物流
JUKI（株）

12
JUKI 環境報告書 2013

13
JUKI 環境報告書 2013

Chapter Ⅰ

　今、物流の世界では“環境にやさしい物流”、“モーダルシフト”、“共同物流”といっ
た言葉がトレンドとなっています。JUKIの物流部門ではこれらの動向・ニーズを先
読みした物流のビジネスモデルを構築してきました。上述のアシックス社との事例
は、両社にとって、コスト削減、CO₂削減を実現した理想的な共同物流といえます。
また、東芝メディカルシステムズ社との共同物流ではコンテナに両社の社名・ロゴ
が記載されるなど誰の目にもわかりやすい協業を実現してきました。今後もメー
カーとして、物流の先駆的な役割を果たし、企業価値を高めていきたいと考えてい
ます。

Topics

JUKIの物流の取り組み

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
の
責
任

積

BEFORE AFTER

積

神戸でバン詰め
船社Aを使用
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船社Bコンテナ
鉄道輸送

神戸港 大阪港神戸港 大阪港

積 積 空

空空
JUKI松江JUKI松江 山陰アシックス工業 山陰アシックス工業

トラック輸送
JR貨物・

米子ターミナル駅

　JUKI吉野工業（株）では、毎年1回、地震、台風、洪水の発生により灯油の屋外タンク（少量危険物貯タンク）からの配管が破損し、灯油が漏洩
した場合を想定し、緊急事態の模擬訓練を実施しております。訓練内容は、「緊急事態の対応手順」として標準化しており、それに従い、実施して
います。実施後は訓練記録として、「緊急事態模擬訓練記録書」を作成し、有効性の評価を実施しています。
　JUKI本社では、ガス吸収式冷温水機のばい煙測定を年2回実施し、大気汚染防止に努めています。実施にあたり、測定委託先の許可証・測定
機器の校正証明を取り寄せ、信頼度を高めています。

環境汚染の防止に向けた取り組み
ＪＵＫＩ吉野工業(株)、ＪＵＫＩ(株)

内陸デポピックアップ効果　　　工業用ミシン鉄道輸送効果
産業装置鉄道輸送効果　　　　　CO₂削減量累計

廃棄物量の削減 原単位総量
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Chapter Ⅱ

人に、地球にやさしく、高付加価値化を
目指す製品づくりに努めています

　操作性・メンテナンス性の向上、高い性能の追
求と、省電力・省エネの同時追求。開発段階で環
境に関する３８項目の評価を行い、その結果、特
に高いレベルで環境配慮を実現した製品を
「JUKI ECO PRODUCTS」として認定していま
す。主な２０１２年度の「JUKI ECO PRODUCTS」
をご紹介します。

ジーンズポケットの縫い付けを自
動で行う電子サイクルミシン。X-Y
送り駆動にエンコーダー付きパル
スモーターを採用、素材の重さ・縫
い目の長さにあわせ最小の電力で
駆動します。

美しい縫い目を実現する世界初の
機構を搭載した、新型の両面飾り
扁平縫いミシン。糸切り装置付き
ミシンすべてに新型小型サーボ
モーターをダイレクトドライブ方
式で搭載、消費電力の低減を実現
しました。

自動車シート、ソファー等の大物・
厚物縫製に必要な機能・性能を大
幅に向上させたノンアパレル用ミ
シン。新型のタンク式自動給油を
採用。給油の手間とオイルの使用
量が低減されます。

セミドライヘッド高速オーバーロッ
ク/インターロックミシン。先進の
ドライ技術により耐久性に優れ、長
期間の使用でも油の飛散がありま
せん。グリス充填口を設け、メンテ
ナンス性が向上しています。

　JUKIグループでは、本社を含むグループの環境目標につい
ては、会社の最高意思決定機関である「経営戦略会議」で討
議・決定しています。また、これらの目標展開や方策実施、環境
保全活動の実行力を向上させるため、環境保全推進チームを
設置し活動しています。
　また、JUKI大田原工場では、2013年度より、ISO14001と
ISO9001の複合認証に切り替え、環境と品質のマネジメント
レベルの向上につなげていきます。

環境マネジメントの推進2012年度の「JUKI ECO PRODUCTS」

　JUKIグループではISO14001を取得しているグループ会
社において、各社のマネジメントシステムが有効に機能してい
るかどうかを、内部監査と外部審査によって確認しています。
内部監査の手法として、被監査部門自ら監査を実施する自己
監査を取り入れておりますが、2012年度はさらに監査チェッ
クシートの雛形を作成し、自己監査、監査員による内部監査業
務の効率化を推進しました。

内部監査と外部審査

　JUKIグループでは、本社を含め、全製造グループ会社で
ISO14001の認証取得を受けています。
　2012年7月、本社と大田原工場が認証団体より「マネジメ
ントシステム永年登録表彰」を受けました。この表彰は全員参
加による環境改善活動の成果が認められたものです。これを
機会に今後も継続的に環境改善活動に取り組んでいきます。

ＩＳＯ14001取得状況
AMS-221EN-HS3020/7200 MF-7500（D）、MF-7900（D）シリーズ

LU-2810シリーズ

汎用型家庭用ミシン。顧客にやさし
いLEDライトを採用し、シンプル・コ
ンパクトな安価タイプミシンで、省
エネ・コストの両方で顧客が満足で
きる機種を目指しました。

HZL-40/29Zシリーズ

MO-6700DAシリーズ

　グループの取り組みとして、本社スタッフが中国の製造会
社を対象に環境関連法規の順守状況の現地確認を実施しまし
た。実務レベルでの順守状況を確認、改善事項を推奨し法順
守の質的向上を図っています。
　中国のグループ会社では平均43項目の環境関連法規につ
いて合否を判定しています。法律の順守で大事なことは要求
事項を定期的なサイクルで回し、定められた事項を確実に点
検確認することと、不具合が確認できたら速やかに是正処置
を図ることです。そして、定められた事項や数値化された部分
は確実に守ることです。
　今回は環境関連法順守のマネジメントの仕組みと未然防止
について確認しました。

法規制の順守

主なアセスメント項目

グループ各社の環境推進体制のもと、
環境活動への取り組みを推進しています

ー 環境マネジメント ーー ＪＵＫＩの Mind & Technology ー

ス
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任

マネジメント・パフォーマンスChapter Ⅲ

本社スタッフによる
中国製造会社の現地確認

マネジメントシステム
永年登録表彰表彰（大田原工場）

マネジメントシステム
永年登録表彰（本社）



材料・物品調達段階 製造・流通段階 使用段階 リサイクル・廃棄段階
環境安全・保全性

省資源化

省エネ化

リサイクル性

有害物質の排除・削減
原材料の減量化

リサイクル材料の活用

騒音・振動の低減

長期使用性

消費電力の削減
消耗剤の消費量削減

環境負荷物質の分離容易性

再資源化
分離・分別容易性

輸送効率の向上
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Chapter Ⅱ

人に、地球にやさしく、高付加価値化を
目指す製品づくりに努めています

　操作性・メンテナンス性の向上、高い性能の追
求と、省電力・省エネの同時追求。開発段階で環
境に関する３８項目の評価を行い、その結果、特
に高いレベルで環境配慮を実現した製品を
「JUKI ECO PRODUCTS」として認定していま
す。主な２０１２年度の「JUKI ECO PRODUCTS」
をご紹介します。

ジーンズポケットの縫い付けを自
動で行う電子サイクルミシン。X-Y
送り駆動にエンコーダー付きパル
スモーターを採用、素材の重さ・縫
い目の長さにあわせ最小の電力で
駆動します。

美しい縫い目を実現する世界初の
機構を搭載した、新型の両面飾り
扁平縫いミシン。糸切り装置付き
ミシンすべてに新型小型サーボ
モーターをダイレクトドライブ方
式で搭載、消費電力の低減を実現
しました。

自動車シート、ソファー等の大物・
厚物縫製に必要な機能・性能を大
幅に向上させたノンアパレル用ミ
シン。新型のタンク式自動給油を
採用。給油の手間とオイルの使用
量が低減されます。

セミドライヘッド高速オーバーロッ
ク/インターロックミシン。先進の
ドライ技術により耐久性に優れ、長
期間の使用でも油の飛散がありま
せん。グリス充填口を設け、メンテ
ナンス性が向上しています。

　JUKIグループでは、本社を含むグループの環境目標につい
ては、会社の最高意思決定機関である「経営戦略会議」で討
議・決定しています。また、これらの目標展開や方策実施、環境
保全活動の実行力を向上させるため、環境保全推進チームを
設置し活動しています。
　また、JUKI大田原工場では、2013年度より、ISO14001と
ISO9001の複合認証に切り替え、環境と品質のマネジメント
レベルの向上につなげていきます。

環境マネジメントの推進2012年度の「JUKI ECO PRODUCTS」

　JUKIグループではISO14001を取得しているグループ会
社において、各社のマネジメントシステムが有効に機能してい
るかどうかを、内部監査と外部審査によって確認しています。
内部監査の手法として、被監査部門自ら監査を実施する自己
監査を取り入れておりますが、2012年度はさらに監査チェッ
クシートの雛形を作成し、自己監査、監査員による内部監査業
務の効率化を推進しました。

内部監査と外部審査

　JUKIグループでは、本社を含め、全製造グループ会社で
ISO14001の認証取得を受けています。
　2012年7月、本社と大田原工場が認証団体より「マネジメ
ントシステム永年登録表彰」を受けました。この表彰は全員参
加による環境改善活動の成果が認められたものです。これを
機会に今後も継続的に環境改善活動に取り組んでいきます。

ＩＳＯ14001取得状況
AMS-221EN-HS3020/7200 MF-7500（D）、MF-7900（D）シリーズ

LU-2810シリーズ

汎用型家庭用ミシン。顧客にやさし
いLEDライトを採用し、シンプル・コ
ンパクトな安価タイプミシンで、省
エネ・コストの両方で顧客が満足で
きる機種を目指しました。

HZL-40/29Zシリーズ

MO-6700DAシリーズ

　グループの取り組みとして、本社スタッフが中国の製造会
社を対象に環境関連法規の順守状況の現地確認を実施しまし
た。実務レベルでの順守状況を確認、改善事項を推奨し法順
守の質的向上を図っています。
　中国のグループ会社では平均43項目の環境関連法規につ
いて合否を判定しています。法律の順守で大事なことは要求
事項を定期的なサイクルで回し、定められた事項を確実に点
検確認することと、不具合が確認できたら速やかに是正処置
を図ることです。そして、定められた事項や数値化された部分
は確実に守ることです。
　今回は環境関連法順守のマネジメントの仕組みと未然防止
について確認しました。

法規制の順守

主なアセスメント項目

グループ各社の環境推進体制のもと、
環境活動への取り組みを推進しています

ー 環境マネジメント ーー ＪＵＫＩの Mind & Technology ー
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マネジメント・パフォーマンスChapter Ⅲ

本社スタッフによる
中国製造会社の現地確認

マネジメントシステム
永年登録表彰表彰（大田原工場）

マネジメントシステム
永年登録表彰（本社）
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グループ共通の目標と各事業に即した
環境目標を設定しています

事業に関連する環境負荷を明らかにして
環境パフォーマンスの改善を進めていきます

ー ２０１２年度環境目標と結果 ー

ＪＵＫＩグループの環境目標 環境パフォーマンス 事業活動における
環境への影響

ＪＵＫＩ本社の環境目標

ー 環境パフォーマンス/事業活動による環境への影響 ー

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
の
責
任

マネジメント・パフォーマンスChapter Ⅲ

　2009年に竣工した本社ビルも丸3年が経過しました。当初より蛍光灯の間引きや、空調設定の変更等さまざ
まな省エネ活動をしてきましたが、省エネルギーセンターの専門家のアドバイスを受けてさらなる取り組みを
検討すべく受診しました。ビルの省エネでは、設計段階の想定に対し実際の使用状況を継続的に見直すことが
大事であり、設備の使用状況、運転方法を見直すことで省エネルギーにつながるとのアドバイスをいただきました。具体的なアドバイスとして
は、地下駐車場等からの過大な外気取り入れの見直し、居室の照度の低減、コンプレッサーの噴出圧力低減など19項目のご提案をいただき
ました。すぐに取り組むもの、中長期で計画するものに分けて、実行していきます。

Topics

本社ビルの省エネ診断

※このデータは、JUKIと国内・海外製造グループ会社の2012年度の環境目標と結果についてまとめたものです。
※JUKI大田原工場のデータは国内製造グループ会社に含まれています。

CO₂排出量の削減

廃棄物総排出量の
削減

グリーン調達の推進

環境法規制の順守

国内製造会社

海外製造会社

本社

国内製造会社

海外製造会社

本社

JUKIグループ共通

647kg/百万円
達成率：77％
837kg/百万円
達成率：53％
2,769t

達成率：100％
114t/百万円
達成率：87％
149t/百万円
達成率：84％
50t

達成率：119％

違反　0件

違反　0件

環境目標 対象 目標値 結果 2012年度の反省と今後の取り組み

528kg/百万円（売上高原単位）

569kg/百万円（売上高原単位）

2,763t（総量）

101t/百万円（売上高原単位）

127t/百万円（売上高原単位）

62t（総量）

グリーン調達適合品の
出荷・有害化学物質規制違反　0件

違反件数　0件

【CO₂】
本社では目標達成したものの、目標値を原単位にした国内・
海外製造グループ会社では、CO₂削減より売上の落ち込み
が大きく、未達成となりました。

【廃棄物】
本社では目標達成したものの、目標値を原単位にした国内・
海外製造グループ会社では、廃棄物排出量の削減より売上
の落ち込みが大きく、未達成となりました。

2013年度も、前年同様グループ全体の製造会社では、原単
位目標を掲げ、生産センターが主導しグループ全体の最適
化を進めることで、ムリ・ムダを削減していきます。

グリーン調達不適合は、2011年度に引き続き、2012年度も
0件となりました。2013年度も継続して取り組みを行います。

環
境
配
慮
製
品
へ
の
取
り
組
み

新製品の
｢JUKI ECO
PRODUCTS｣
認定

新製品の
消費電力削減

｢JUKI ECO 
PRODUCTS｣、
環境への
取り組みの
PR展開

①

②

③

OA用紙購入量

環境意識・環境知識の向上

開発部門

開発部門

縫製機器ユニット

産業装置ユニット

総務部

本社

本社

達成率：100％

達成率：100％

達成率：100％

環境目標 対象 目標値 結果 2012年度の反省と今後の取り組み

2012年度比
3％削減
環境教育の

実施計画実施100％

市場導入新機種
設計企画目標達成 100％

市場導入新機種
従来機種比削減 100％

達成：9機種
未達成：1機種

実施計画進度率 100％

実施計画進度率 100％

実施計画進度率 100％

2013年度も継続して取り組みを行います。
「ECO PRODUCTS」では認定基準に未達の機種が1機種ありま
した。
2013年度はすべての機種が認定されるように取り組みます。

継続して取り組みます。

継続して取り組みます。

継続して取り組みます。

達成率：89％

達成率：95％

達成率：100％

J
U
K
I

国
内
製
造
グ
ル
ー
プ
会
社

海
外
製
造
グ
ル
ー
プ
会
社

CO2
電力
灯油
A重油
都市ガス
ガソリン
水
排水
廃棄物最終処分量
廃棄物等総排出量
CO2
電力
灯油
A重油
液化石油ガス（LPG）
ガソリン
軽油
アセチレン
コークス
メタノール
水
排水
廃棄物最終処分量
廃棄物等総排出量
CO2
電力
灯油
都市ガス
液化石油ガス（LPG）
ガソリン
軽油
アセチレン
天然ガス（NG）
水
排水
廃棄物最終処分量
廃棄物等総排出量

2,953
4,685

0
13
102
45
14
13
0

181
23,299
29,474
177
2,020
276
45
35
36
0
0

262
242
620
3,473
12,146
18,379

0
0

445
77
166
24

23,552
248
213
1,226
2,415

t-CO2
千kWh
kℓ
kℓ
千m3
kℓ
千m3
千m3
t
t
t-CO2
千kWh
kℓ
kℓ
t
kℓ
kℓ
kg
kg
kg
千m3
千m3
t
t
t-CO2
千kWh
kℓ
千m3
t
kℓ
kℓ
kg
Nm3
千m3
千m3
t
t

2,849
4,427
0.3
0

134
44
11
21
0
57

26,737
35,153
193
1,996
368
59
42
86
0
0

260
234
485
5,521
23,743
34,660

2
0

1,054
120
361
24

69,505
320
281
1,486
4,582

t-CO2
千kWh
kℓ
kℓ
千m3
kℓ
千m3
千m3
t
t
t-CO2
千kWh
kℓ
kℓ
t
kℓ
kℓ
kg
kg
kg
千m3
千m3
t
t
t-CO2
千kWh
kℓ
千m3
t
kℓ
kℓ
kg
Nm3
千m3
千m3
t
t

項目 2009年度 2010年度 2012年度
3,309
5,039
0.3
0

192
48
13
22
0

105
28,402
36,550
202
2,276
386
64
49
65
0
0

333
276
604
5,103
19,887
29,098

0
0

839
111
325
24

49,598
347
312
1,557
4,192

t-CO2
千kWh
kℓ
kℓ
千m3
kℓ
千m3
千m3
t
t
t-CO2
千kWh
kℓ
kℓ
t
kℓ
kℓ
kg
kg
kg
千m3
千m3
t
t
t-CO2
千kWh
kℓ
千m3
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kg
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千m3
t
t

2011年度
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　JUKI（株）　　 国内　　 海外

2009 2010 2011

2009 2010 2011

2009 2010 2011

2012（年度）

2012（年度）

2012（年度）

2012（年度）

362

583

505

1,100

40
68

57

99

13

2,038 2,296

7,581
9,402

（kℓ）

（kℓ）

（kℓ）

（kℓ）

1,205

1,296

41

43
52

1072,014

39

986

418

831,127
49
40

8,394

1,096

0
0

0

（原油換算）  20,576 kℓ
67,007
1,118
271
193
184
133

1,071
0.146
50,717

45,429
357

7,597
819

6,523
255

5,200
1,920

503
17,305
13,669
175
69
167

3,226

千kWh
kℓ
kℓ
kℓ
kℓ
千m3

t
t
Nm3

t-CO₂
千m3

t
t
t
t
t
t

12,941 t

千m3

t
t
t
t
t
t

エネルギー
　電力
　A重油
　軽油
　ガソリン
　灯油
　都市ガス
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※このデータは、P4に掲載したJUKI（株）と製造グループ会社のパフォーマンスについてまとめたものです。
※JUKI大田原工場のデータは国内製造グループ会社に含まれています。

※このデータは、P4に掲載したJUKI（株）と国内・海外製造グルー
プ会社のパフォーマンスについてまとめたものです。

※JUKI大田原工場のデータは国内製造グループ会社に含まれ
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グループ共通の目標と各事業に即した
環境目標を設定しています

事業に関連する環境負荷を明らかにして
環境パフォーマンスの改善を進めていきます

ー ２０１２年度環境目標と結果 ー

ＪＵＫＩグループの環境目標 環境パフォーマンス 事業活動における
環境への影響

ＪＵＫＩ本社の環境目標

ー 環境パフォーマンス/事業活動による環境への影響 ー

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
の
責
任

マネジメント・パフォーマンスChapter Ⅲ

　2009年に竣工した本社ビルも丸3年が経過しました。当初より蛍光灯の間引きや、空調設定の変更等さまざ
まな省エネ活動をしてきましたが、省エネルギーセンターの専門家のアドバイスを受けてさらなる取り組みを
検討すべく受診しました。ビルの省エネでは、設計段階の想定に対し実際の使用状況を継続的に見直すことが
大事であり、設備の使用状況、運転方法を見直すことで省エネルギーにつながるとのアドバイスをいただきました。具体的なアドバイスとして
は、地下駐車場等からの過大な外気取り入れの見直し、居室の照度の低減、コンプレッサーの噴出圧力低減など19項目のご提案をいただき
ました。すぐに取り組むもの、中長期で計画するものに分けて、実行していきます。

Topics

本社ビルの省エネ診断

※このデータは、JUKIと国内・海外製造グループ会社の2012年度の環境目標と結果についてまとめたものです。
※JUKI大田原工場のデータは国内製造グループ会社に含まれています。

CO₂排出量の削減

廃棄物総排出量の
削減

グリーン調達の推進

環境法規制の順守

国内製造会社

海外製造会社

本社

国内製造会社

海外製造会社

本社

JUKIグループ共通

647kg/百万円
達成率：77％
837kg/百万円
達成率：53％
2,769t

達成率：100％
114t/百万円
達成率：87％
149t/百万円
達成率：84％
50t

達成率：119％

違反　0件

違反　0件

環境目標 対象 目標値 結果 2012年度の反省と今後の取り組み

528kg/百万円（売上高原単位）

569kg/百万円（売上高原単位）

2,763t（総量）

101t/百万円（売上高原単位）

127t/百万円（売上高原単位）

62t（総量）

グリーン調達適合品の
出荷・有害化学物質規制違反　0件

違反件数　0件

【CO₂】
本社では目標達成したものの、目標値を原単位にした国内・
海外製造グループ会社では、CO₂削減より売上の落ち込み
が大きく、未達成となりました。

【廃棄物】
本社では目標達成したものの、目標値を原単位にした国内・
海外製造グループ会社では、廃棄物排出量の削減より売上
の落ち込みが大きく、未達成となりました。

2013年度も、前年同様グループ全体の製造会社では、原単
位目標を掲げ、生産センターが主導しグループ全体の最適
化を進めることで、ムリ・ムダを削減していきます。

グリーン調達不適合は、2011年度に引き続き、2012年度も
0件となりました。2013年度も継続して取り組みを行います。

環
境
配
慮
製
品
へ
の
取
り
組
み

新製品の
｢JUKI ECO
PRODUCTS｣
認定

新製品の
消費電力削減

｢JUKI ECO 
PRODUCTS｣、
環境への
取り組みの
PR展開

①

②

③

OA用紙購入量

環境意識・環境知識の向上

開発部門

開発部門

縫製機器ユニット

産業装置ユニット

総務部

本社

本社

達成率：100％

達成率：100％

達成率：100％

環境目標 対象 目標値 結果 2012年度の反省と今後の取り組み

2012年度比
3％削減
環境教育の

実施計画実施100％

市場導入新機種
設計企画目標達成 100％

市場導入新機種
従来機種比削減 100％

達成：9機種
未達成：1機種

実施計画進度率 100％

実施計画進度率 100％

実施計画進度率 100％

2013年度も継続して取り組みを行います。
「ECO PRODUCTS」では認定基準に未達の機種が1機種ありま
した。
2013年度はすべての機種が認定されるように取り組みます。

継続して取り組みます。

継続して取り組みます。

継続して取り組みます。

達成率：89％

達成率：95％

達成率：100％
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　縫製研究所では、縫製工場の生産性向上を図るための工場
診断指導、人材育成、および管理レベルの向上を目的としたマ
ネジメントセミナーをはじめ、作業改善、品質管理、アタッチメ
ント製作、さらにはお客様のニーズに基づいて開発した商品
分解セミナーなど多岐にわたり開催しています。現在、こうし
たセミナーの受講者は、国内外あわせて約70,000名を超え、
お客様が抱える問題の解決をサポートしています。

　産業装置ユニットでは、2004年度からJUKIのマウンターを
ご使用になられているお客様を対象としたCSアンケート調査
を実施して、「品質・機能」「アフターサービス」など、6つの項目
の総合評価で顧客満足度の分析を行い、継続的にサービス品
質の向上を図っています。
　2012年度は、中国の販売会社、秋田の製造拠点、本社にて
CS調査報告会を行い、お客様の声を社員で共有し、サービス
や製品に反映すべく、取り組んでいます。

　データエントリー機をご使用になられているお客様11社
をJUKI本社にお招きし、システムご使用にあたってのセミ
ナーとして、管理者と運用責任者に分けた構成で、それぞれ
のお客様の課題について討議しました。この集まりが、お客様
同士の情報交換の場となり、連携の輪を広げるきっかけと
なっています。

ステークホルダーとの関わり 顧客満足の追求 品質保証・製品安全

品質問題発生時の対応

　お客様に喜ばれ、満足いただける製品・サービスを提供し続
けることによって、お客様と強い絆で結ばれることが私たちの
願いです。この願いを実現するため、総合品質経営を継続的
に推進しています。品質情報・課題の共有化と横連携を目指し
た「品質責任者連絡会の運営」、品質意識の高揚と力量向上を
目指した「社内品質教育」や「QC検定の受検推進」などの活動
を継続しています。
　また、お客様に安心して製品をお使いいただくため、各国の
安全情報を入手し、また最先端技術動向を捉えて製品提供を
しております。
　2011年よりユーロ圏で新たに追加された安全規制等の規
制を順守し、新製品はもとより、過去に開発された製品も含め
て見直しを行い、公に宣言しています。

　製品出荷は、100％良品とすべく仕組みの改善を図りながら
行っていますが、万が一品質に問題があるときには、JUKIの販
売会社を経由してお客様へ対応しています。品質問題の情報に
は、発生原因の追究とともにスピーディーに対応していますが、
グローバルな展開に伴い行き届いていないことも認識してい
るため、さまざまなネットワークを通してお客様からのお声を受
け止めていきます。

協力会社との交流
　JUKI大田原工場において、１１月にお取引先１０９社１１２名
をお招きし、「２０１２年度JUKI協力会研修会」を開催しました。
この研修会は、取引の品質向上とJUKIとの共存共栄を目的
に、毎年品質月間に開催してい
ます。
　特に優秀な結果を残された
お取引先８社に対し「感謝状」を
贈呈し、４８社に「保証納入認定
書」を交付しました。

お客様の声を、事業活動・製品開発に適切に
反映して、お客様満足度の向上に努めています

ー お客様・取引先とともにー

ステークホルダーとの良好な信頼関係を
築き、責任ある行動を推進していきます

ー ステークホルダーの皆様との信頼関係づくり ー

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

へ
の
責
任

環
境
報
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協力会表彰お客様同士の情報交換

縫いの勉強 ミャンマーでのセミナー

JUKIグループが提供す
る商品やサービスを末永
くご利用いただくことで、
お客様にとっての生涯価
値を最大限に高めること
を保証。お客様と私たち
との間で永続的な信頼
の絆を深めていける関係
を目指します。

お取引先との「共存共栄」
という観点から、①公正
で公平な競争、②契約順
守、③定期的な市況説
明、④「JUKIグループグ
リーン調達ガイドライン」
の説明と啓発などを通
じ、互いに切磋琢磨し成
長していける関係の構築
に努めます。

JUKIグループが目指す
のは、国籍・人種・性別を
超えて雇用と成長の機
会を提供するグローバ
ル企業。事業展開する
それぞれの国で、従業員
がいきいきと働ける組
織・風土を確立し、ES（従
業員満足）の向上を図り
ます。

財務体質のさらなる改
善と株主価値の向上を
図るとともに、安定的な
配当を実施するよう努
めています。また、株主・
投資家の皆様とのコ
ミュニケーションを積極
的に行うために、企業情
報を積極的かつ公平に
開示しています。

良き企業市民として地
域社会との交流を深め
ています。また、国際的
な事業活動においては、
国際ルールや現地の法
律の順守はもとより、そ
の文化や習慣を尊重し、
現地の発展に貢献する
よう努めています。同時
に、環境問題にも真摯に
取り組むことで、社会か
ら見ても価値あり魅力
ある企業となることを目
指します。

お客様 お取引先株主 従業員 社会

お取引先

従業員

社会

株主 お客様
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ネジメントセミナーをはじめ、作業改善、品質管理、アタッチメ
ント製作、さらにはお客様のニーズに基づいて開発した商品
分解セミナーなど多岐にわたり開催しています。現在、こうし
たセミナーの受講者は、国内外あわせて約70,000名を超え、
お客様が抱える問題の解決をサポートしています。

　産業装置ユニットでは、2004年度からJUKIのマウンターを
ご使用になられているお客様を対象としたCSアンケート調査
を実施して、「品質・機能」「アフターサービス」など、6つの項目
の総合評価で顧客満足度の分析を行い、継続的にサービス品
質の向上を図っています。
　2012年度は、中国の販売会社、秋田の製造拠点、本社にて
CS調査報告会を行い、お客様の声を社員で共有し、サービス
や製品に反映すべく、取り組んでいます。

　データエントリー機をご使用になられているお客様11社
をJUKI本社にお招きし、システムご使用にあたってのセミ
ナーとして、管理者と運用責任者に分けた構成で、それぞれ
のお客様の課題について討議しました。この集まりが、お客様
同士の情報交換の場となり、連携の輪を広げるきっかけと
なっています。

ステークホルダーとの関わり 顧客満足の追求 品質保証・製品安全

品質問題発生時の対応

　お客様に喜ばれ、満足いただける製品・サービスを提供し続
けることによって、お客様と強い絆で結ばれることが私たちの
願いです。この願いを実現するため、総合品質経営を継続的
に推進しています。品質情報・課題の共有化と横連携を目指し
た「品質責任者連絡会の運営」、品質意識の高揚と力量向上を
目指した「社内品質教育」や「QC検定の受検推進」などの活動
を継続しています。
　また、お客様に安心して製品をお使いいただくため、各国の
安全情報を入手し、また最先端技術動向を捉えて製品提供を
しております。
　2011年よりユーロ圏で新たに追加された安全規制等の規
制を順守し、新製品はもとより、過去に開発された製品も含め
て見直しを行い、公に宣言しています。

　製品出荷は、100％良品とすべく仕組みの改善を図りながら
行っていますが、万が一品質に問題があるときには、JUKIの販
売会社を経由してお客様へ対応しています。品質問題の情報に
は、発生原因の追究とともにスピーディーに対応していますが、
グローバルな展開に伴い行き届いていないことも認識してい
るため、さまざまなネットワークを通してお客様からのお声を受
け止めていきます。

協力会社との交流
　JUKI大田原工場において、１１月にお取引先１０９社１１２名
をお招きし、「２０１２年度JUKI協力会研修会」を開催しました。
この研修会は、取引の品質向上とJUKIとの共存共栄を目的
に、毎年品質月間に開催してい
ます。
　特に優秀な結果を残された
お取引先８社に対し「感謝状」を
贈呈し、４８社に「保証納入認定
書」を交付しました。

お客様の声を、事業活動・製品開発に適切に
反映して、お客様満足度の向上に努めています

ー お客様・取引先とともにー

ステークホルダーとの良好な信頼関係を
築き、責任ある行動を推進していきます

ー ステークホルダーの皆様との信頼関係づくり ー
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協力会表彰お客様同士の情報交換

縫いの勉強 ミャンマーでのセミナー

JUKIグループが提供す
る商品やサービスを末永
くご利用いただくことで、
お客様にとっての生涯価
値を最大限に高めること
を保証。お客様と私たち
との間で永続的な信頼
の絆を深めていける関係
を目指します。

お取引先との「共存共栄」
という観点から、①公正
で公平な競争、②契約順
守、③定期的な市況説
明、④「JUKIグループグ
リーン調達ガイドライン」
の説明と啓発などを通
じ、互いに切磋琢磨し成
長していける関係の構築
に努めます。

JUKIグループが目指す
のは、国籍・人種・性別を
超えて雇用と成長の機
会を提供するグローバ
ル企業。事業展開する
それぞれの国で、従業員
がいきいきと働ける組
織・風土を確立し、ES（従
業員満足）の向上を図り
ます。

財務体質のさらなる改
善と株主価値の向上を
図るとともに、安定的な
配当を実施するよう努
めています。また、株主・
投資家の皆様とのコ
ミュニケーションを積極
的に行うために、企業情
報を積極的かつ公平に
開示しています。

良き企業市民として地
域社会との交流を深め
ています。また、国際的
な事業活動においては、
国際ルールや現地の法
律の順守はもとより、そ
の文化や習慣を尊重し、
現地の発展に貢献する
よう努めています。同時
に、環境問題にも真摯に
取り組むことで、社会か
ら見ても価値あり魅力
ある企業となることを目
指します。

お客様 お取引先株主 従業員 社会

お取引先

従業員

社会

株主 お客様



　2011年より、中国での現地化推進を図ることを目的とした
ＭＴＰ（Management Training Program）研修を毎年１１月に重
機（中国）投資（有）にて実施しています。
　今回は、中国にあるグループ会社６社から推薦された経営幹
部候補の管理職２１名が参加し、日本産業訓練協会所属の外部
講師より、マネジメントの基礎から良好な管理を実現するための
実践的な方法を体系的に学びました。こうした研修を積み重ね、
世界に通じるグローバルな人材育成を推進していきます。

中国グループ会社
経営幹部育成のMTP教育訓練を実施

重機（中国）投資（有）

ステークホルダーへの責任
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　投資家の方々にJUKIへの理解を深めていただくとともに、
長期に株式を保有していただける安定株主を増やすために、
年2回の決算説明会の開催や、証券アナリスト･ファンドマネー
ジャーに対する個別取材の対応を行っています。また、ホーム
ページには、決算短信や有価証券報告書、事業報告書（株主の
皆様へ）などの決算関連資料のほかにも、経営方針や事業内
容など、理解を深めていただくための情報を積極的に開示し
ています。

機関投資家の皆様に向けた
JUKI事業の理解促進

個人株主の皆様に向けた
JUKI事業の理解促進

　JUKIの事業の理解をより一層深めていただくために、事業
の概況と決算内容をまとめた「株主の皆様へ」を全株主様に年
2回送付しています。株主総会終了後には、主力製品の見学会
を実施しています。今後もJUKIの事業をより深くご理解いた
だけるように工夫していきます。

　JUKIでは社会的な責任を果たし、JUKIの経営理念と価値観
を体現できる従業員とグローバルな視点で活躍できるリー
ダーの育成を目指しています。
　キャリア開発や教育においては、現場研修、海外勤務など、
OJTを重視していますが、そのほかにも、マネジメントや専門分
野の研修や、自己啓発や資格取得の支援、年間特別表彰や
JUKI QCサークル世界大会開催など、さまざまな形の人材育
成を進めています。

人材育成・多様性の尊重 働きやすい職場づくり

　JUKIグループでは、障がい者の方々のための雇用機会拡大
や雇用維持の努力、建物の設備やレイアウト、職務設計などの
働きやすい環境づくりに心がけ、2012年現在、40名近くの障
がい者の方々が国内で活躍しています。
　障がい者の方々もグループの一員として公正な評価と処
遇を受け、ほかの社員とともに能力を充分発揮できるキャリ
アづくりや研修教育の機会を持ち、事業を発展させることが
JUKIの目標です。

　多摩消防署の指導・協力のもと、11月30日、多摩本社にて総
合防災訓練が実施され、地震発生による落下物等を回避する
ための行動、火災発生を想定した避難誘導訓練を行いました。
　今年は初の試みとして、「煙ハウス」が設置され、避難途中の
火災による煙の性質を社員に疑似体験してもらいました。
　また、多摩消防署によるAED装置の操作指導後に、実際の
操作や心肺蘇生法を多くの方に体験してもらいました。今後
も定期的に訓練を行っていきます。

労働安全衛生

地域コミュニケーション活動事例
　JUKIグループでは、毎年近隣の大学生･高校生を対象にイン
ターンシップ制度を実施し、就業体験の場を提供したり、社会科
の授業の一環として工場見学などの受け入れを行っています。
　本社では、毎年、近隣の小学5年生を本社に招き、会社施設や
製品ショールームの見学会を
実施しています。昨年は72名
の児童が、建物全体のセキュ
リティなどを管理する集中監
視室や、環境に配慮したルー
フガーデン等の会社設備や製
品ショールームの見学、また家
庭用ミシンで巾着袋の縫製実
習を体験しました。子どもたち
は、一瞬でボタンが付く様子に
驚くと同時に、身近な生活と
JUKI製品との関わりを学んで
いただきました。

適時・適切、公平性に留意した企業情報の
開示を通じて経営の透明性を高めていきます

ー 株主・投資家とともに ー

世界各地で地域と良好な関係を築き、
ＪＵＫＩらしい活動を展開しています

ー 地域社会とともに ー

多様な人材がともに活躍でき、
安全な職場づくりを進めています

ー 従業員とともに ー

地域社会への貢献
　ジューキ・ベトナム（株）では、学生の就業支援の一環として、
①インターンシップの受け入れ（2012年度 46名）
②学生の工場見学（2012年度 130名）受け入れ
　また、医療支援として
①障がい者の治療費支援チャリティー募金参加
②心疾患労働者への治療費支援
等の地域貢献活動を実施しています。

工科大奨学金授与式

学生の工場見学を受け入れ 小学5年生 見学会の様子

煙ハウスを使った
避難訓練の様子

AED装置の操作指導の様子 研修に参加した従業員

研修の様子
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